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Poster presentation Taiju Miyagami  Title: Case series: Usefulness of PET/CT to diagnose large vessel vasculitis SGIM 2017 WASHINGTON DC April 19-22
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Go Muto, Atsushi Goto, Mitsuhiko Noda, Motoki Endo, Hiroshi Fukuda, Ryoko Katagiri, Kazuhiro Yokohama, Analysis of pattern of visits to medical
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ける脊椎病変の手術治療.臨床リウマチ, 2017年29巻3号, Page211-215.
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シーおよび産業医・産業保健専門職の取り組みの調査と分析, 労災疾病臨床研究事業費補助金・主治医と産業医の連携に関する有効な手法の提案に関する研究平成28年度
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異常症）, 厚生労働省 労災疾病臨床研究事業費補助金（平成26-28年度）主治医と産業医の連携に関する有効な手法の提案に関する研究, 2017: 48-50
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脂質異常症）, 厚生労働省 労災疾病臨床研究事業費補助金（平成26-28年度）主治医と産業医の連携に関する有効な手法の提案に関する研究, 2017: 48-50

髙橋宏瑞　レジデントノート「急変につながる危険なサインを見逃すな！」、羊土社、 2017年6月号、P.660-666

髙橋宏瑞　ハリソン内科学　第５版 2017年　感染性心内膜炎　翻訳

福田洋, 江口泰正, 特別報告・健康経営・職域ヘルスプロモーションを推進するための企業経営層への提言, 日本健康教育学会誌, 2017; 25(2): 124-127

鈴木彰人、乾啓洋、礒沼弘, Part8, section 3, chapter 168: 臨床症候群：医療関連感染症. ハリソン内科学 日本語版第5版, 福井次矢, 黒川清 監修, メディカル・サイエンス・イ

ンターナショナル, 東京, 2017; 939-946

三橋和則、内藤俊夫: 臨床文書作成. 日本プライマリ・ケア連合学会基本研修ハンドブック, 南山堂, 東京, 200-204, 2017.
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福島真一、鈴木麻衣、乾啓洋、福井由紀子、大野実、島田陽介、佐藤雅也、堀賢、内藤俊夫、医療情報を活用した肺炎球菌ワクチン接種率向上の取り組み、第15回日本病院総

合診療医学会、千葉、2017年9月14日－15日

福島真一、乾啓洋、鈴木麻衣、平井由児、上原由紀、大野実、島田陽介、佐藤雅也、堀賢、内藤俊夫、医療情報を活用したHIV診療サポートシステムの検討、第15回日本病院

総合診療医学会、千葉、2017年9月14日－15日

金澤晶雄、加野美希、乾啓洋、鈴木麻衣、平野隆雄、内藤俊夫、体重減少と上腹部不快感で受診した上腸間膜動脈症候群の一例、第15回日本病院総合診療医学会、千葉、

2017年9月14日－15日

芦澤かりん、乾啓洋、加野美希、平野隆雄、内藤俊夫、成人に発症し非典型的な経過のため診断に苦慮した風疹の一例、第15回日本病院総合診療医学会、千葉、2017年9月
14日－15日

岸本 暢将, 小林 茂人, 冨田 哲也. 乾癬性関節炎のトピックス. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 61回 Page883.　2017年4月21日、福岡国際会議場、福岡

多田 久里守, 井上 久, 小林 茂人, 山路 健, 田村 直人. 強直性脊椎炎に対するアダリムマブの長期有効性の検討.日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 61回
Page811.　2017年4月21日、福岡国際会議場、福岡

幅 雄一郎、坂本 梨乃、築根 豊、内藤 俊夫 「アグレッシブ NK細胞白血病と診断し 肝Necropsyを行った１例」 第15回日本病院総合診療医学会学術集会 千葉県浦安市 2017
年9月15日

瀬尾瑛美、幅雄一郎 「市販のインドメタシン湿布の貼付により 重症薬疹を来した1例」 第45回日本救急医学会学術総会 大阪市 2017年10月25日 ※優秀ポスター賞受賞

福田洋（分担研究者）,横川博英（研究協力者）,横山和仁（研究代表者）, 主治医・プライマリケア医のための産業医・患者の職場との連携ガイド・6.生活習慣病（2型糖尿病・高血

圧・脂質異常症）主治医, 厚生労働省 労災疾病臨床研究事業費補助金（平成26-28年度）主治医と産業医の連携に関する有効な手法の提案に関する研究, 2017: 31-33

発表者名、発表タイトル（題目・演題・課題等）、学会名、場所、発表年月日等

阿部信次郎、乾啓洋、横川博英、内藤俊夫、順天堂医院総合診療科における肺炎球菌ワクチン接種者数の推移およびその背景に関する研究、第14回日本病院総合診療医学

会、岡山、2017年3月3日－4日

福島　真一、乾　啓洋、種井　美佳、福井　由希子、内藤　俊夫、当院におけるHIV患者への成人用肺炎球菌ワクチン接種状況の分析、第14回日本病院総合診療医学会、岡山、

2017年3月3日－4日

石山敏也、頭痛と味覚異常を主訴に来院した一例、第14回日本病院総合診療医学会、岡山大学、2017年3月3日

石山敏也、インスリンクリアランスの変化と糖代謝障害の関係について、第15回日本病院総合診療医学会、東京ディズニーランドアンバサダーホテル、2017年9月14日

金澤晶雄，加野美希 ，乾啓洋，鈴木麻衣，平野隆雄，内藤俊夫、体重減少と上腹部不快感で受診した上腸間膜動脈症候群の一例　第15回日本病院総合診療医学会学術総会

千葉　 2017年9月15日

海渡翔、地域における健診受診者の年齢と性別を考慮したヘルスリテラシー、第15回日本病院総合診療医学会学術総会、ディズニーアンバサダーホテル、2017年9月14日

海渡翔、地域在宅高齢者における共食の頻度と筋力との関連 －草津町研究－、第76回公衆衛生学会総会、鹿児島、2017年11月1日
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福田洋,北島文子, 糖尿病、高血圧、脂質異常症の受診勧奨・治療継続に必要な要因と企業・健保組合の取り組み状況, 日本総合健診医学会第45回大会, 千葉, 2017年1月27
日

伊藤佳奈美, 福田洋, ストレスチェックのデータを用いた大学教職員における高ストレスとライフスタイルとの関連, 日本総合健診医学会第45回大会, 千葉, 2017年1月27日

志村麻衣子, 福田洋, 三輪真也, 山下眞理子, 脇神亜希子, 原田 健, 岡田真理子, 福わかな, 内田道子, 今井真美,  野中未夏, 高谷典秀, 高谷純司, 高谷雅史, 特定保健指導の

効果：職種・業務形態・家族構成による差の予備的検討, 日本総合健診医学会第45回大会, 千葉, 2017年1月27日

田中亜希子, 永島昭司, 岡美樹, 福田洋, 職域における胃がんリスク検診（ABC検診）導入の結果, 日本総合健診医学会第45回大会, 千葉, 2017年1月27日

福田洋, 北島文子, 武藤剛, 生活習慣病の受診行動とヘルスリテラシー及び企業・健保の取り組み（第1報）, 第90回日本産業衛生学会, 東京, 2017年5月13日

田中亜希子, 永島昭司, 岡美樹, 福田洋, 職域における胃がんリスク検診（ABC検診）第2報：事後フォローの結果, 第90回日本産業衛生学会, 東京, 2017年5月11日

谷口 義典, 小林 茂人, 西川 浩文, 青山 夏希, 中山 修一, 井上 紘輔, 寺田 典生. 仙腸関節炎の進行予測因子としてのMRIにおける脂肪異形成所見　強直性脊椎炎2例の検討

より.日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 61回 Page810.2017年　4月21日、福岡国際会議場、福岡

藤元 昭一, 小林 茂人, 古田 俊介, 鈴木 和男.血管炎の病態と治療 血管炎の国際疫学　ANCA関連血管炎を中心に. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 61回
Page223.2017年　4月21日、福岡国際会議場、福岡

横川智子,福田洋, 金子弘史, 川島正敏, 遠田和彦, 健康診断問診票における睡眠に関する質問項目の有意性の検討：PSQIとの関連について, 第90回日本産業衛生学会, 東
京, 2017年5月13日

福田洋,北島文子, RT・ヘルスリテラシーと健康常識は関連するか？〜ヘルスリテラシーを向上させる検定事業のための予備的調査, 第26回日本健康教育学会学術大会, 東京,
2017年6月25日

伊藤佳奈美, 福田洋, 大学教職員におけるストレスチェックの実施と今後の課題, 第26回日本健康教育学会学術大会, 東京, 2017年6月24日

田澤美香代, 福田洋, 事業所における約20年間におけるヘルスプロモーションの実践経過と評価, 第26回日本健康教育学会学術大会, 東京, 2017年6月25日

筆頭演者：宮上　泰樹 腹囲で調整した高尿酸血症とそのほかの生活習慣病との関係　第14回 日本病院総合診療医学会学術総会 岡山大学　 2017年3月3日（金）・4日（土）

齋藤雪香、小高健次郎1、海渡　翔、村井謙治、内藤俊夫肺癌が疑われたが早期に多発血管炎性肉芽腫の診断に至った一例　第15回日本病院総合診療医学会学術集会、浦

安、2017年9月14日

海渡翔, 横川博英, 湯浅資之, 藤林和俊, 眞田寛啓, 久岡英彦, 福田洋, 内藤俊夫, 会長賞候補演題・地域における健診受診者の年齢と性別を考慮したヘルスリテラシーと健康

的な生活習慣の関連, 第15回日本病院総合診療医学会学術総会, 千葉, 2017年9月14日

山田由紀子, 石本尚子, 星野頼子, 厚美直孝, 福田洋, 丸井健保の特定保健指導　独自プログラムの特徴とその評価, 日本ヘルスプロモーション学会第15回学術大会・総会, 千
葉, 2017年11月25日

田澤美香代, 福田洋, 事業所におけるヘルスプロモーション〜社史から読み解く健康経営の基盤と歴史〜, 日本ヘルスプロモーション学会第15回学術大会・総会, 千葉, 2017年
11月26日



区分 番号 国際共同

特別講演・
招待講演

1

特別講演・
招待講演

2

特別講演・
招待講演

3

特別講演・
招待講演

4

特別講演・
招待講演

5

特別講演・
招待講演

6

特別講演・
招待講演

7

特別講演・
招待講演

8

特別講演・
招待講演

9

特別講演・
招待講演

10

特別講演・
招待講演

11

特別講演・
招待講演

12

特別講演・
招待講演

13

特別講演・
招待講演

5

区分 番号 国際共同

その他
（広報活動を含む）

1

福田洋, シンポジウムII・ヘルスプロモーションのコア・カリキュラム〜学術的アプローチ・医学（疫学）の視点から〜働き盛り世代の生活習慣病を例に, 日本ヘルスプロモーション

学会第15回学術大会・総会, 千葉, 2017年11月26日

発表者名・著者名、活動内容・タイトル等、掲載・発表情報等

小林 茂人.大型血管炎 Overview. 脈管学、57巻2号 Page23.　2017年11月11日、東邦大学医療センター大橋病院、東京。

福田洋代表世話人, 健康教育・ヘルスプロモーション研究会ミニシンポジウム・組織のヘルスリテラシーを高めるヘルスプロモーション, 第90回日本産業衛生学会, 東京, 2017年5
月11日

北村大, 市川周平, 福田洋, 竹村洋典, インタレストグループ14・主治医と産業医とのより良い協力関係を目指して, 第8回日本プライマリ・ケア連合学会学術大会, 香川, 2017年5
月14日

福田洋, シンポジウム1・社会的成果をもたらす健康づくりの戦略と実践・職域ヘルスプロモーション（WHP）の変遷と成果〜有効で感謝される働き盛り世代の健康支援とヘルスリ

テラシーの向上を目指して, 第26回日本健康教育学会学術大会, 東京, 2017年6月24日

福田洋, 阪本直人, 荒尾孝座長, 国際交流委員会共催企画・若手によるアジアの研究交流を目指して！・第I部：研究発表会・第II部：Dr. Don Nutbeamを囲む交流会・第III部：

屋形船企画, 第26回日本健康教育学会学術大会, 東京, 2017年6月23日

福田洋, 健康経営とヘルスリテラシー〜職域ヘルスプロモーションのトレンド〜産業医が現場栄養士に期待すること, 平成29年度全国栄養士大会, 神奈川, 2017年8月6日

福田洋, 北村大, 遠藤源樹, 坂本宣明, 横山和仁, 共同企画5・日本産業衛生学会健康教育・ヘルスプロモーション研究会・総合診療×産業衛生：主治医と産業医の連携の現状と

有効な手法の構築, 第15回日本病院総合診療医学会学術総会, 千葉, 2017年9月15日

小林茂人　扁桃炎に伴う反応性関節炎について　Reactive arthritis induced by tosillopharyngitis　第６回東北小児膠原病研究会　　2017年11月25日（土）　TKPカンファレ

ンスセンター４F 　　ホール４A

小林茂人、強直性脊椎炎と乾癬性関節炎について、強直性脊椎炎と
乾癬性関節炎について、2017年9月13日　　宮崎観光ホテル　　西館　10階　スカイホール

小林茂人、ベーチェット病の理解～病気と上手に付き合うために、難病医療講演会　平成29年10月28日（土）　13:30-15:00               　　　　越谷保健所　　2階　　大会議室

小林茂人　関節リウマチの診断と治療　越谷市医師会学術講演会　2017年9月26日(火曜日)、ヴェルヴィギャザホール３Ｆ モデルノ

発表者名、演題、学会名、場所、発表年月日等

鈴木彰人、教育講演　「今知っておくべき亜鉛の知識」、第15回日本病院総合診療医学会、ディズニーアンバサダーホテル、2017年9月14日

髙橋宏瑞　第８回日本プライマリケア連合学会学術総会　インタレストグループ　「地域性の異なる大学病院総合診療部門による総合診療専門医育成についての検討」2017年5
月13日14日

乾啓洋, HIV/AIDS診療の基礎知識. 第84回医療連携フォーラム, 2017年11月16日



その他
（広報活動を含む）

2

その他
（広報活動を含む）

3

その他
（広報活動を含む）

4

その他
（広報活動を含む）

5

その他
（広報活動を含む）

6

その他
（広報活動を含む）

7

その他
（広報活動を含む）

8

その他
（広報活動を含む）

9

その他
（広報活動を含む）

10 〇

その他
（広報活動を含む）

11

その他
（広報活動を含む）

12

その他
（広報活動を含む）

13

その他
（広報活動を含む）

14

その他
（広報活動を含む）

15

その他
（広報活動を含む）

16

その他
（広報活動を含む）

17

その他
（広報活動を含む）

18

小林茂人　リウマチ医（内科）から診た Psoriatic arthritis　平成29年4月27日　2017年乾癬地域医療連携の会 in さいたま　大宮ソニックシティ　９階　905会議室

木田一成、小林茂人・埼玉南東部リウマチ治療懇話会当施設におけるアバタセプトの使用症例とオレンシア投与患者特性・越谷市・ベルヴィヒルズマーキュリー・2017年5月16日

木田一成・順天堂越谷病院院内感染対策講演会・インフルエンザ感染予防・越谷市・順天堂越谷病院・2017年12月20日

金井美紀, 抗生物質で効かない細菌とは？－不適切な処方はされていませんか－, 第8回江東区民健康講座, 東京, 2017年12月16日

小林茂人、木田一成、田村直人. 乾癬性関節炎について～関節リウマチとの異同も含めて～RA Small Group Meeting 2017年8月30日　東武宇都宮ホテル　グランデ、栃木県
宇都宮市

小林茂人、脊椎関節炎（SpA)と腸疾患について、ステラーラ　Crohn’s　Disease　適応追加記念講演会　 in  埼玉 　2017年7月14日

Kobayashi S,　 KHK4827 (Brodalumab) Taiwan Investigator Meetingfor 4826-006 Study Grand View Resort Beitou 北投麗禧酒店 May 26-27,2017

小林茂人、体軸性脊椎関節炎：Axial SpA(AS, nr-axSpA)
ガイドライン（診療の手引き）の検討会：検討事項と私案、２０１７年６月１０日　　大阪　ホテルニューオーオタニ大阪　デネブ I　　　2階脊椎関節炎の疫学調査・診断基準作成と診

療ガイドライン策定を目指した大規模多施設研究班  平成29年6月1日（木） 大阪大学 医学・工研究科 東京ブランチ 912会議室

小林茂人　脊椎関節炎の最近の話題　らくちん　2017　12月8日

小林茂人、リウマチ性疾患に対する生物学的製剤の治療の実際：その印象と課題　関節リウマチ、ベーチェット病のぶどう膜炎、強直性脊椎炎、乾癬性関節炎、若年性特発性関
節炎の成人例　などについて　講師招聘勉強会　平成29年9月28日　田辺三菱製薬株式会社　埼玉支店　北会議室

小林茂人　多発関節炎の２症例を考える　田辺三菱製薬株式会社社内研修会　２０１７年９月２７日　大宮　田辺三菱製薬埼玉支社

小林茂人、関節リウマチの診断と治療に関する基礎講座：＜特に、生物学的治療薬のお話し＞　2017年4月4日（木）　ブリストルマイヤーズ　スクイブ　株式会社　大宮市下町１

－１－ビル２F　大宮オフィス

竹田透,古澤真美,山本健也,坂本宣明,東川麻子,福田洋,松井春彦,小山一郎,寺田勇人, 産業医学・産業保健に係る研究会ー平成28年度記録ー, 公益財団法人産業医学振興財

団, 2017

福田洋, 日本病院ライブラリー協会2017年度第1回研修会特別講演・ヘルスリテラシーー健康教育の新しいキーワード, ほすぴたるらいぶらりあん, 2017; 42(4): 169-179

金井美紀, 在宅で発生する誤嚥性肺炎の対応と予防策について, 中央区在宅療養支援シンポジウム, 東京, 2017年11月18日

乾啓洋, ViiV Webinar HIV感染症治療に関するあなたの疑問にお答えします. 2017年12月13日　ヴィーブヘルスケア株式会社 ウェブセミナー

金井美紀, 関節リウマチ患者に対する生物学的製剤の使用経験について, 第6回MOT研究会, 宮崎, 2017年6月3日



その他
（広報活動を含む）

19

その他
（広報活動を含む）

20

その他
（広報活動を含む）

21

その他
（広報活動を含む）

22

その他
（広報活動を含む）

23

その他
（広報活動を含む）

24

その他
（広報活動を含む）

25

その他
（広報活動を含む）

26

その他
（広報活動を含む）

27

その他
（広報活動を含む）

28

その他
（広報活動を含む）

29

その他
（広報活動を含む）

30

その他
（広報活動を含む）

31

その他
（広報活動を含む）

32

その他
（広報活動を含む）

33

その他
（広報活動を含む）

34

福田洋, 平成28年度一般職基礎研修・医学基礎・働きざかり世代におけるメタボリックシンドローム・生活習慣病対策〜協会職員として加入者の健康増進へできること, 全国健康

保険協会本部, 東京, 2017年2月9日

福田洋, 健康格差時代を生き抜く職場の健康づくり, 東京商工会議所墨田支部, 東京, 2017年2月16日

福田洋, 練馬区特定保健指導研修会・ヘルスリテラシー向上をめざす保健指導〜チームで効果を上げる７つの方法, 練馬区健康部健康推進課, 東京, 2017年2月22日

福田洋, 平成28年度経営力向上セミナー（健康編）・格差社会を生き抜くヒント〜健康経営とヘルスリテラシー, 世田谷区世田谷保健所, 東京, 2017年2月24日

福田洋, 特定保健指導応用研究会・服薬者・若年者保健指導の効果的な実施方法について〜予防（産業医）と臨床（総合診療医）のはざまで, 一般社団法人保険者機能を推進

する会, 東京, 2017年2月28日

福田洋, 2017年度第1回研修会・ヘルスリテラシー：健康教育の新しいキーワード, 日本病院ライブラリー協会, 東京, 2017年5月19日

福田洋, 職場で進める受動喫煙防止〜健康格差時代、組織で高めるヘルスリテラシー, 東邦シートフレーム株式会社, 千葉, 2017年6月6日

福田洋（取材）, 健康狂想曲第1章ここまできた・働き方変え「一流企業」へ, 毎日新聞朝刊 くらしなび, 2017年3月17日（金）

福田洋監修, 職場の健康づくりノウハウブック〜事例でひも解く健康職場のつく, 東京都職員共済組合, 2017年6月発行

福田洋監修: 医療情報の見極め方. シティリビング サンケイリビング新聞社, 2017; 1641: 2-3.

福田洋, 協会けんぽの本部で健康経営の今を叫ぶ, 全国健康保険協会, 東京, 2017年1月11日

福田洋, 第7回女性のためのプラスウェルネスセミナー・働く女性のヘルスリテラシーと健康経営, ウェルネス・コミュニケーションズ株式会社, 東京, 2017年1月13日

福田洋, 第8回スキルアップ研修会・ヘルスリテラシー向上をめざす保健指導〜チームで効果をあげる７つの方法, SNS保健指導向上委員会, 東京, 2017年1月14日

福田洋ファシリテータ, 健康課題の解決に向けたアドボカシースキル向上セミナー（第3弾）・6.健康経営・ヘルスプロモーションを推進するための企業経営層への提言, 一般社団

法人日本健康教育学会, 東京, 2017年2月5日

福田洋, 「健康ネットワーク」・「カゼの基礎知識」「家庭でのカゼ対策」「職場でのカゼ対策」「総合診療医が考えるカゼとヘルスリテラシー」, ラジオNIKKEI, 株式会社日経ラジオ

社, 2017年12月4日,11日,18日,25日, http://www.radionikkei.jp/kenkounet/

福田洋, 予防と臨床のはざまで・153ヘルスリテラシーを高める保健事業, 154行動経済学を職域でどう活かすか？, 155現場からの発信を増やす！実践報告セミナー, 156健康

経営を推進するための経営層へのアドボカシー,  157予防医療医、春の講演週間（前編）, 158予防医療医、春の講演週間（後編）, 159組織のヘルスリテラシーを高める健康経

営, 160主治医と産業医の連携, 161第26回日本健康教育学会ー前日企画, 162Don and Hiroshi, 163第26回日本健康教育学会学術大会実践報告ワークショップと大会2日
目, 164さんぽ会夏季セミナー2017, 公衆衛生, 株式会社医学書院, 2017; 81(1)~(12): 91, 140, 274, 346, 450, 528, 608, 696, 774, 862, 950, 1026
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福田洋, 第30回グループ衛生会合・働き盛り世代の生活習慣病対策と健康経営・ヘルスリテラシー, 古河電気工業株式会社, 東京, 2017年11月1日

福田洋, 平成29年度東北大学産業医学研修会・健康保持増進・職場における健康づくり, 宮城県医師会・東北大学医師会, 宮城, 2017年11月5日

福田洋, 平成29年度実践健康教育士養成講座・ソーシャルマーケティング力のブラッシュアップーヘルスプロモーションの推進方略、当事者のヘルスケアへの積極的参加を求め

てー・特定健診・保健指導からデータヘルス・健康経営まで〜働き盛り世代のニーズとデータに基づく生活習慣病対策〜, NPO法人日本健康教育士養成機構, 東京, 2017年11
月12日

福田洋, 上級管理者研修会・保険者とヘルスリテラシー〜働き盛り世代の生活習慣病対策と予防, 全国土木建築国民健康保険組合, 東京, 2017年10月23日

福田洋, ピンクポニー社内セミナー・知って得する！働く男女のがんリテラシー, ラルフローレン株式会社, 東京, 2017年10月24日

福田洋, 休煙サポートセミナー, 株式会社日建設計, 東京, 2017年10月25日

福田洋, 産業保健セミナー・働き盛り世代の生活習慣病対策と健康経営・ヘルスリテラシー, 埼玉産業保健総合支援センター, 埼玉, 2017年6月16日

福田洋, 第9回女性のためのプラスウェルネスセミナー・働く女性のヘルスリテラシーと健康経営〜働く女性の健康支援に役立つヘルスリテラシー, ウェルネス・コミュニケーション

ズ株式会社, 大阪, 2017年7月13日

福田洋, 保健師・看護師等研修会（保健指導コース）・特定保健指導に必要な知識〜保健指導からデータヘルスまで〜, 公益社団法人全国労働衛生団体連合会, 大阪, 2017年
12月19日

福田洋, ワーク・ライフ・バランスセミナー・わかる！健康な職場のつくり方〜健康経営とヘルスリテラシー, 練馬区健康部健康推進課健康づくり係, 東京, 2017年11月13日

福田洋, データヘルス計画実務担当者研修（第１回）・働き盛り世代のヘルスリテラシー向上と健康経営への活用, 全国健康保険協会, 東京, 2017年11月21日

福田洋, 平成29年度第1回任命権者連絡会・職場の健康づくりノウハウ講習会・健康職場のつくり方〜組織のヘルスリテラシーを高めるために〜, 東京都職員共済組合, 東京,
2017年7月26日

福田洋, 産業保健スタッフセミナー・特定保健指導の趣旨と歴史：データヘルス・健康経営まで, 東京電力健康保健組合, 東京, 2017年8月18日,2017年8月22日

福田洋. 平成29年度保健師会議・働き盛り世代の生活習慣病対策と健康経営・ヘルスリテラシー, ジェイアールグループ健康保険組合, 東京, 2017年9月25日

福田洋, 職域保健連携イベント・経営力向上セミナー〜健康経営とヘルスリテラシー, 名張市・名張商工会議所, 三重, 2017年9月29日

福田洋, 第19回産業医研修会・職場におけるヘルスプロモーション, 埼玉医科大学医師会, 埼玉, 2017年10月8日

福田洋, 「CH25」ユーザー会健康保険組合向け講演会・職域における生活習慣病対策：健康経営とヘルスリテラシー, アイ・エム・エス・ジャパン株式会社, 東京, 2017年10月19
日
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髙橋宏瑞　m3.com 2017/10/19 勉強会に集まらなくても続けられるコツ【研修最前線】

髙橋宏瑞　m3.com 2017/10/17 「指導医は背中で語る」の実践法【研修最前線】

髙橋宏瑞　m3.com 2017/10/13 「教えるとウザがられ・・・」指導医の悩み、一挙解決！【研修最前線】

髙橋宏瑞　第１５回日本病院総合診療医学会　教育講演2017年9月14日15日

髙橋宏瑞　Point of care ultrasound インストラクター　第15回日本病院総合診療医学会ポストコース2017年9月16日17日

髙橋宏瑞　Point of care ultrasound インストラクター　岐阜大学2017年11月11日12日

髙橋宏瑞　Point of care ultrasound インストラクター　藤田保健衛生大学2017年12月2日3日

髙橋宏瑞　抗菌薬ベーシックレクチャー　「TCs、MLs、CLDM、Metronidazoleについて」2017年12月19日

髙橋宏瑞　日経メディカル　2017/11/21 順大が総合診療医向けのキャリア構築プログラム

髙橋宏瑞　日経メディカル　2017/10/25 研修医日本一の称号は誰の手に

髙橋宏瑞　日経メディカル　2017/09/22 「研修医にやる気がない」「教えるとウザがられる」……


